
(57)【要約】

【課題】光線透過率を向上させ、鏡面機能を持つ液晶デ

ィスプレーを提供する。

【解決手段】鏡面機能を持つ液晶ディスプレーは液晶デ

ィスプレーモジュール１と明るさ増大フィルム２を備え

ている。液晶ディスプレーモジュール１をオフにした場

合、バックライトユニット１１が発光せず、明るさ増大

フィルム２の光線透過軸の方向と直交する光線が反射さ

れ、液晶ディスプレーは鏡面となる。液晶ディスプレー

モジュール１をオンにした場合、バックライトユニット

１１から放射した光線は液晶ディスプレーモジュール１

を透過し、明るさ増大フィルム２の光線透過軸の方向は

液晶ディスプレーモジュール１の光線透過軸の方向と同

様であるので、液晶ディスプレーモジュール１からの光

線が簡単に明るさ増大フィルム２を透過することができ

、光線透過率が向上する。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル と 、 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム と を 備 え 、
前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 一 面 に は 、 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 光 源 と
す る た め の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ 、 且 つ 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル に お
い て 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ る 面 と は 反 対 面 に 偏 光 シ ー ト が 設 け ら れ 、
前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム は 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル と 前 記 偏 光 シ ー ト の 間 に 設 け
ら れ 、
外 部 の 光 線 が 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム に 反 射 さ れ て 鏡 面 を 形 成 し 、 且 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー
モ ジ ュ ー ル か ら 放 射 し た 光 線 が 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム を 透 過 可 能 と な る よ う に 、 前 記 明
る さ 増 大 フ ィ ル ム の 光 線 透 過 軸 の 方 向 を 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 光 線 透 過 軸 の 方 向
と 同 一 に す る こ と を 特 徴 と す る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム は Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ （ 　 Ｄ ｕ ａ ｌ 　 Ｂ ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ ｎ ｅ ｓ ｓ 　 Ｅ ｎ ｈ ａ ｎ ｃ
ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 ） 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鏡
面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー に 係 り 、 特 に よ り 優 れ た 光 学 効 率 を 有 し 、 且 つ
厚 さ が 薄 く 、 コ ス ト が 低 く て 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 一 部 の 液 晶 デ ィ ス プ レ ー は 特 殊 な 使 用 用 途 に よ っ て 鏡 面 機 能 を 有 す る 。 図 ４ に 示 す
の は 、 「 情 報 を 表 示 す る 車 内 バ ッ ク ミ ラ ー 」 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 こ れ は 主 に 、 バ
ッ ク ミ ラ ー の ガ ラ ス シ ー ト ８ １ の 一 面 に 一 光 線 半 分 透 過 反 射 フ ィ ル ム ８ ２ を 設 置 し 、 且 つ
前 記 ガ ラ ス シ ー ト ８ １ の 後 方 に 一 発 光 デ ィ ス プ レ ー ８ ３ を 設 け る こ と に よ り 、 平 常 時 に 前
記 ガ ラ ス シ ー ト ８ １ が 外 部 光 線 を 反 射 し て 一 鏡 と な る 。 な お 、 前 記 発 光 デ ィ ス プ レ ー ８ ３
が 発 光 し て い る 際 に 、 一 部 の 光 線 は 前 記 光 線 半 分 透 過 反 射 フ ィ ル ム ８ ２ を 透 過 し て 、 情 報
を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 般 の 液 晶 形 態 の 発 光 デ ィ ス プ レ ー ８ ３ は 、 一 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル ８ ３ １ と バ ッ
ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ８ ３ ２ と を 有 す る 。 発 光 デ ィ ス プ レ ー ８ ３ の 発 光 は バ ッ ク ラ イ ト モ ジ
ュ ー ル ８ ３ ２ を 光 源 と し 、 そ の 放 射 し た 光 線 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル ８ ３ １ の 光 学
特 性 に よ っ て 、 僅 か に 約 半 分 の 光 線 が 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル ８ ３ １ を 透 過 で き
る 。 な お 、 一 部 の 光 線 が 前 記 光 線 半 分 透 過 反 射 フ ィ ル ム ８ ２ に 吸 収 さ れ る た め 、 前 記 液 晶
デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル ８ ３ １ を 透 過 し た 光 線 の 半 分 だ け が 前 記 光 線 半 分 透 過 反 射 フ ィ ル
ム ８ ２ を 透 過 で き る 。 す な わ ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ８ ３ ２ か ら
放 射 し た 光 線 の ２ ５ ％ だ け が 前 記 光 線 半 分 透 過 反 射 フ ィ ル ム ８ ２ を 透 過 で き る 。 そ の た め
、 上 記 「 情 報 を 表 示 す る 車 内 バ ッ ク ミ ラ ー 」 の 光 学 効 率 が 悪 い た め 、 よ り 高 い 明 る さ の バ
ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ８ ３ ２ を 使 用 し て 表 示 の 明 る さ を 強 化 す る こ と が 必 要 に な り 、 電 気
消 耗 も 大 幅 に 増 加 す る 。 こ の よ う な 構 成 の も の を 自 動 車 に 設 置 す れ ば 、 自 動 車 は 発 電 機 を
有 す る の で 、 大 し た 問 題 が 起 こ ら な い 。 し か し 、 こ の よ う な 構 成 の も の を 携 帯 式 電 子 機 器
（ 例 え ば 、 携 帯 電 話 や Ｐ Ｄ Ａ や ノ ー ト ブ ッ ク パ ソ コ ン な ど ） に 設 置 す れ ば 、 電 気 消 耗 が 多
い た め 、 使 用 で き る 時 間 は 短 く な り 、 且 つ よ り 高 い 明 る さ の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ８ ３
２ は 大 量 の 熱 を 発 生 し 、 ひ い て は 電 子 機 器 も 過 熱 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 も う 一 種 の 液 晶 デ ィ ス プ レ ー は 、 一 切 換 式 デ ィ ス プ レ ー （ 例 え ば 、 Ｔ Ｎ － Ｌ Ｃ Ｄ ）
を 別 に 付 け 、 電 気 回 路 を 通 じ て 前 記 切 換 式 デ ィ ス プ レ ー の 開 閉 を 制 御 す る 。 前 記 切 換 式 デ
ィ ス プ レ ー を オ ン に す る と き に は 、 外 部 の 光 線 が 反 射 さ れ て 鏡 面 効 果 を 形 成 す る 。 ま た 、
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前 記 切 換 式 デ ィ ス プ レ ー を オ フ に す る と き に は 、 内 部 に 設 け た 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー
ル か ら 放 射 し た 光 線 が 前 記 切 換 式 デ ィ ス プ レ ー を 透 過 し 、 こ れ は 情 報 を 表 示 す る 一 デ ィ ス
プ レ ー に な る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 成 の 液 晶 デ ィ ス プ レ ー は 、 構 造 が よ り 厚 く て
複 雑 で あ り 、 製 造 コ ス ト も 高 い の で 、 携 帯 式 電 子 機 器 の 軽 薄 短 小 及 び 節 電 な ど の 要 求 に 満
足 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 考 案 の 主 な 目 的 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル か ら 放 射 し た 光 線 が 簡 単 に 明 る さ 増 大
フ ィ ル ム を 透 過 で き 、 且 つ 外 部 の 光 線 が 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム に 反 射 さ れ て 鏡 面 を 形 成 す る
よ う に 、 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム の 光 線 透 過 軸 の 方 向 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 光 線 透
過 軸 の 方 向 と 同 様 で あ り 、 情 報 を 表 示 し て い る と き に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 光
線 透 過 率 を 向 上 す る こ と が で き 、 且 つ 携 帯 式 電 子 機 器 の 軽 薄 短 小 及 び 節 電 な ど の 要 求 を 満
足 で き 、 光 学 効 率 を 向 上 で き る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ 記 載 の 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー に よ る と 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル
と 、 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム と 、 を 含 み 、 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 一 面 に は 、 前 記
液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 光 源 と す る た め の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 設 け て お り 、 且
つ 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 設 け た 面 と は 反 対 面 に
偏 光 シ ー ト が 設 け て お り 、 な お 、 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム は 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ
ー ル と 前 記 偏 光 シ ー ト の 間 に 設 け ら れ 、 そ し て 、 外 部 の 光 線 が 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム に
反 射 さ れ て 鏡 面 に 形 成 し 、 且 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル か ら 放 射 し た 光 線 が 簡 単 に 前
記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム を 透 過 で き る よ う に 、 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム の 光 線 透 過 軸 の 方 向
を 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 同 一 に す る こ と を 特 徴 と す る 鏡 面 機
能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー で あ る こ と を 要 旨 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー に よ る と 、 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム は Ｄ
Ｂ Ｅ Ｆ （ 　 Ｄ ｕ ａ ｌ 　 ｂ ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ ｎ ｅ ｓ ｓ 　 Ｅ ｎ ｈ ａ ｎ ｃ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 ） 明
る さ 増 大 フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー で あ る こ と を
要 旨 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
図 １ か ら 図 ３ に 示 す の は 、 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー で あ
り 、 あ れ は 、 一 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ と 、 一 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ と 、
を 備 え 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 一 面 に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光
源 と す る た め の 一 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ １ が 設 け ら れ て い る 。 且 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ
ジ ュ ー ル １ の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ １ を 設 け た 面 の 反 対 側 の 面 に 一 偏 光 シ ー ト １ ２ が 設
け ら れ て い る 。 な お 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ と
偏 光 シ ー ト １ ２ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ の 光 線 透 過 軸 の 方
向 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 同 様 で あ る た め 、 液 晶 デ ィ ス プ
レ ー モ ジ ュ ー ル １ か ら 放 射 し た 光 線 が 簡 単 に Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ を 透 過 で き る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 考 案 の 一 実 施 例 で 使 用 さ れ た Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ （ 　 Ｄ ｕ ａ ｌ 　 ｂ ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ ｎ ｅ ｓ ｓ Ｅ ｎ ｈ ａ ｎ
ｃ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 ） 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム は 米 国 の ３ Ｍ 会 社 の 製 品 で あ る 。 ３ Ｍ 会
社 の Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム の な か は 特 殊 な プ リ ズ ム 構 造 を 有 す る の で 、 光 線 透 過 軸
の 方 向 と 同 様 な 光 線 （ Ｐ 光 線 ） が 透 過 で き 、 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 直 交 す る 光 線 （ Ｓ 光 線 ）
が 反 射 さ れ る 。 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム の 特 性 を 上 手 く 活 用 す る こ と に よ り 、 必 要 な
鏡 面 効 果 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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図 ２ を 参 照 す る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ を オ フ に し た 場 合 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ
ト １ １ が 発 光 せ ず 、 外 部 の 光 線 を Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ に 投 射 す る 際 に 、 Ｄ Ｂ Ｅ
Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 直 交 す る 光 線 （ Ｓ 光 線 ） が 反 射 さ れ 、 全 体
が 鏡 の 状 態 に な る 。 ま た 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ を オ ン に し た 場 合 、 バ ッ ク ラ イ
ト ユ ニ ッ ト １ １ か ら 放 射 し た 光 線 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ を 透 過 し 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明
る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光 線 透 過 軸 の
方 向 と 同 様 で あ る の で 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ か ら 放 射 し た 光 線 （ Ｐ 光 線 ） が 簡
単 に 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ を 透 過 す る こ と が で き 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 光 線 透 過 率 を 向 上
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
実 際 の 実 験 結 果 に よ れ ば 、 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー は 、
一 般 の 配 置 の 状 態 で 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ を オ ン に し た 場 合 、 そ の 明 る さ は １
２ ０ ｃ ｄ ／ ｍ ２ 程 度 に 達 成 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 ハ イ パ ワ ー の 高 い 明 る さ を 有 す
る バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 使 用 す る こ と が 必 要 で な く て も 、 優 れ た 表 示 効 果 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 考 案 の 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー に よ れ ば 、 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ
ィ ル ム ２ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 同 様
で あ る の で 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ か ら 放 射 し た 光 線 が 簡 単 に 前 記 明 る さ 増 大 フ
ィ ル ム ２ を 透 過 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ の 光 線 透 過
軸 の 方 向 と 直 交 す る 光 線 が 反 射 さ れ 、 全 体 が 鏡 の 状 態 に な る た め 、 情 報 を 表 示 し て い る 液
晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光 線 透 過 率 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 軽 薄 短 小 及 び 節 電 な ど の
要 求 を 満 足 す る 前 提 で 、 光 学 効 率 を 向 上 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル
２ 　 　 　 Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム
１ １ 　 　 　 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト
１ ２ 　 　 　 偏 光 シ ー ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 8月 18日 (2003.8.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム は 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鏡 面
機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー に よ る と 、 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム は 輝
度 上 昇 フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー で あ る こ と を 要
旨 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
図 １ か ら 図 ３ に 示 す の は 、 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー で あ
り 、 あ れ は 、 一 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ と 、 一 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ と 、 を 備 え 、 液
晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 一 面 に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光 源 と す る た
め の 一 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ １ が 設 け ら れ て い る 。 且 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １
の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ １ を 設 け た 面 の 反 対 側 の 面 に 一 偏 光 シ ー ト １ ２ が 設 け ら れ て い
る 。 な お 、 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ と 偏 光 シ ー ト １ ２ の 間 に
設 け ら れ て い る 。 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル
１ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 同 様 で あ る た め 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ か ら 放 射 し た 光
線 が 簡 単 に 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ を 透 過 で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 考 案 の 一 実 施 例 で 使 用 す る 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム は 、 例 え ば 米 国 の ３ Ｍ 会 社 の 製 品 で あ る Ｄ
Ｂ Ｅ Ｆ （ Ｄ ｕ ａ ｌ 　 ｂ ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ ｎ ｅ ｓ ｓ 　 Ｅ ｎ ｈ ａ ｎ ｃ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ ） 明 る さ
増 大 フ ィ ル ム で あ る 。 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム の な か は 特 殊 な プ リ ズ ム 構 造 を 有 す る の で 、 光 線
透 過 軸 の 方 向 と 同 様 な 光 線 （ Ｐ 光 線 ） が 透 過 で き 、 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 直 交 す る 光 線 （ Ｓ
光 線 ） が 反 射 さ れ る 。 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム の 特 性 を 上 手 く 活 用 す る こ と に よ り 、 必 要 な 鏡 面
効 果 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ２ を 参 照 す る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ を オ フ に し た 場 合 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ
ト １ １ が 発 光 せ ず 、 外 部 の 光 線 を 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ に 投 射 す る 際 に 、 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム
２ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 直 交 す る 光 線 （ Ｓ 光 線 ） が 反 射 さ れ 、 全 体 が 鏡 の 状 態 に な る 。 ま
た 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ を オ ン に し た 場 合 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ １ か ら 放
射 し た 光 線 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ を 透 過 し 、 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ の 光 線 透 過 軸
の 方 向 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 同 様 で あ る の で 、 液 晶 デ ィ
ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ か ら 放 射 し た 光 線 （ Ｐ 光 線 ） が 簡 単 に 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ を 透 過
す る こ と が で き 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 光 線 透 過 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 考 案 の 実 施 例 に よ る 鏡 面 機 能 を 持 つ 液 晶 デ ィ ス プ レ ー に よ れ ば 、 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ の
光 線 透 過 軸 の 方 向 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 同 様 で あ る の で
、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル １ か ら 放 射 し た 光 線 が 簡 単 に 前 記 明 る さ 増 大 フ ィ ル ム ２ を
透 過 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム ２ の 光 線 透 過 軸 の 方 向 と 直 交 す る 光
線 が 反 射 さ れ 、 全 体 が 鏡 の 状 態 に な る た め 、 情 報 を 表 示 し て い る 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ
ー ル １ の 光 線 透 過 率 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 軽 薄 短 小 及 び 節 電 な ど の 要 求 を 満 足 す る 前 提 で
、 光 学 効 率 を 向 上 す る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 液 晶 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル
２ 　 　 　 輝 度 上 昇 フ ィ ル ム
１ １ 　 　 　 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト
１ ２ 　 　 　 偏 光 シ ー ト
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